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Summary 
The experiment was can屯
under、thecli古er、巴ntr‘ear‘ing method of s巴cellingan正li》tctorswhich may have influenc巴
upoね thestrength of sc巴ζHing七elt. The results of the experiment arc summarized as 
follows: 
1) Difference of the germination mainly depends on the kinds of bed soil and its 
quantity. Tl巾iswould be caused by the differ 1c巴oftl 
3). 
2) The risi時 ofsoil cover was related to the soil cla蹴 s. As to the prevention of the 
damag℃点、ivcιlfrom the rising, it is desirable to use the soil cover of large specific gravity 
(Table 3). 
3) The growth of seedling in early period was greater in the plot of clayey silt than in 
the others. In latter period, however, it shows greater growth in sandy loam, while it was 
inferior in silty loam throughout the growing period. This would be also due to the soil 
properties (Fig. 3 & Fig. 4). 
4) The st陀 ngthof the tensile force, the cutting for℃e and the penetrating force in the 
stripe seedling were larger than those in the broadcast seedling. Especially, the tensile 
force was more than twice as strength as broadcast seedling. Moreover, the tensile force 
of the seedling欄beltestablished by ur℃than was stronger than the other plots because of its 
own tensile force (Fig. 6, 7, 8, 9 & Table 5). 
5) From the results of soil grading test (Table 4) both stre時 thof cutti珂 andpenetrat“ 
ing force were influenced by the soil properties, that is, the experimental average was great 
in the plot of sandy loam (Fig. 6, 7, 8 & 9). 
6) Although the amount of roots and the moisture content of the s巴edling”beltdid not 
influence on the tensile force, they affected markedly on the cutting and penetrating force 
(Table 5). 
I. 絡
以.i!L,ru li'機による稲作栽椛が広く行われるようになった．出航機による稲作栽捕では，その
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手n宮方法ゃIfil方法が従米のやり方とはふ、のずから異なる．出航機の機事Eによるが現在いろいろ
の脊苗方法が考案されている．本iJF究は孫々の背留を試み，育市条件を異にした放置｛の初J！羽生育
状態の誠殺と市·II？の＇＂－＇ぎq";\"t恨の iiJ，材記を行うことにより，現従行われている育苗に関する :J1~礎的資
料を1ri~ ょうとした．
I. 回植機の種類による各種の育苗
現：｛E, 'jミm化されている間航機l立大別すると，① l:Hl貨を｛山口するもの，命MWi紙Wiを使用す
るもの，①十1~沈潜を使川するものとに分けられる．さらに ITI航機の祁郊によって， Jo、よそ次の燥
な育留が行われている．
(1) 絞沈｝岐部mm航機川のT守l'.i
従米手－,ft／［えにJlいていた市をNimする．
( 2 ) 一｜：千1・:fj：前！日間航機mの予言古｛
(a）ひも前
崎将I寺にひも状の紙またはウレタンフォームひもを了セットしてil縦してj去りだされるよ
うな）むを｛史＇.HJする．
(b) ;1g: j官
iI ；＆のひも：iたの紙切iをHJいず，似のからみあいによってf柱状になる前を使刀jする．
(c）マット｝官
子fj'i'i'.tf'i にばらまさし市をi'fiから取りだすII.）＇マット：!J~ になる Wiを使mする．
( 3) 了l:.Hr!11i'i川iη航機川の育fi'i
(a) J＼~ t'~に締HtするプJ法
l株ごとに1：切られたjトド〉栄：1犬の枠にH引1f(した前者：N!J日十る．
(b) ;f,' ットに.／i!1,fil1:するブ＇j(J~
:il絞したぺ…パ1ーポットにtrlHした簡を｛淀川する．
II. 実験方法及び測定項目
供試1'r¥'1f引立ホウヨクとし， f:f市！土木!(lnf:i(so×280×30 mm）を川いた. j,（土として佐賀地方の
千拓地：iニj哉と水DLI二j必10＇よび1l也ーi：峻，床材としてウレタンホームの4Hi類を，またJ首府：段式と
して条撚とi投矯（ひも前とマットi'ti）の2Hi類をそれぞれ組合せ， Table1のごとく 8派知の試
，~Wiを準備した．
-fi'j汚！）の施肥lrt,Iぷ了j-_1{i:Jo＇よぴ夜＋ .r泣き了 Table2に示した． ぢ：,t，、J議符［fjl：は乾燥if!:で290gで
ある．
(1) 初期ir:n状態の調子t
初期！｛；：育状態は崎将後1011後と川村｛えの！日1jI iにあたる181l 後に茎数， j；日｝.： Jo、よび＇~~数合 i\Jldi't し
さらに発見ミの状況調子fは捕手If後41後｛こ行い各試！泌氏｝むを比較検討した．
( 2 ) :fif~Wi の i'i'刊誌の ！J:_ffq·年 'VI：調布
WHI？の保育q:,¥;・1:については Fig.1. (1）の実験装；伐をJUいて， Wi;H；・の物JIH的性質， とくに切断抵
抗怖と貫入fi~t/C11f［の測定を行った．りj能！？紙抗は切断刃（Fig. 1. A）で切断したIキのJ底抗1fl［をとり，
また1't入促抗は投入旅（Fig.1. B）を此人したときの抵抗似をとった．切断I寺とl'J人I.）：にむける切
断！誌とn人況はダイヤルゲージ（Fig.1. C）で測定した．さらにwrn；；の引張抵抗は Fig.1. (2）に示
肥後・清原：
てfypeof seedling 。fseed bed Kind of soil Plot No. 
Paddy field soil 
Urethane 
・ー0 同 Reclaimed land soil 2 
Stripe 
seedling Padel y field soil 3 
Soil Reclaimed land soil 4 
Mountain soil 5 
Paddy field soil G 
Broadcast 
seedling Soil Reclaimed land soil 7 
Mountain soil 8 
Type of 
seedling 
2.0 
。 。?
??《
?
??
?
???
?
Broadcast seedling 3.5 0.5 
した引仮装Wi:で測定した．
IV. 実験結果と考察
(1) 'Jc月三状況調千E:h＇よび挺土のf·l＇ち .l~.がり
Table 3に件試験沢市の発汗の状況と撹i：のf.'JちI：がりの品，＇f月ミを示した． 先月三の良汚の判定は
衣ii二からの月ミの向さがわずかに観察されるものを可とし，それ以上を良とした．被1：のf.'J＇ち上が
りのiJ!IJ/Eは Fig.2に示すように！ぷ…！：のぷfliJ、ら被i：のお耳riまでのi；百さを測定したものである．
発~－：はウレタン j又が｛也氏と比較して少し劣った． 被：卜‘のf.'J・ちi：がり現象［土， Fig. 2のようにな
っている．持ちとがりおさはマット院がひもiえやウレタンiえにくらべて大きかった．さらに縦士
のT'1!Jlf！別にみると1iJ也：1:, 水If]二L T・f"f:i i：の阪に大きい1j'.-/J｛わかった．
( 2) 市η／！ミ脊ふ、よびJi;質調子t
Fig. 3に各試験沢市について，葉数， j菜数;t；；、よびi',：丈をJ訓示後ion後と1811後にil日：<l：したが；果
を示した. ；装数ば，ひもiえについては市イg:10 cm汚りの本数を，マット IXについては 25cm2 ~ 
りの木数を調子fした．なふ、Fig.4にマット市水HJ!:IX: の収丈， ＇！＇.＼~数をそれぞれ 100 としたときの
各試験IX:のj七本合ノi｛； した． Fig. 3 （二ぷす様v:, i戸丈；主婦祁後101！？変， 18I後にf[JtdfEした粘よi;:,
いずれもマット！又が総体的に11:nがよかった．ついでひもIX:であった．ウレタン1:8は初！羽生脊ljー
から劣り， [I航I手でも l’Id；は低い． ウレタンPくは初JWI＝.討がq－.＼＇に：mいが， このinは713月三と日jじく
Wi床の保7]<.)J が弱いためと思われる．マットばは！ぷ：tの i誌が多いため， 1~~水況が多く，各ゴ：主義援
とも！J:.f初JJUJから！｜鋭利な生n~11ミしたものと ｝.！，＼ われる．）ぷ！：の孫娘別からみると， ！J＝. ず：f1ザ！JJVJ は 7]<.
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日目t,13•
「450~
strain gage 
strmg 
reel 
(1) (2) 
Fig. I. Equipment of measuring the tensile force, the culling force and 
the penctr江tingforce of seedling帯belt
Table 3. Gcrmin礼lionand height of soil cover 
Plot No. 
Soil cover 
Fig. 2. Rising of soil cover 
m土｜又がもっともよく，次に：1・1ti上氏で’あ！），つぎに11J也士院であったが，後j切にふ、いてはこの
逆の傾向がみられた． この •Jfl:t各試験i又により版肥！立は呉なったが，稲Ffit <1 ＞均合…：.i1~までは服
乳の漣分で!I：符するといわれているので，初J~J!I:. ずiiJ'}ll\ いの｛ゴ杷料の多少による X~Ji~ とは思われ
ない．後Jg]には｜係長Fiが多しさらにウレタン阪は）JlJ巴（N成分， 1和、1り2.3 g）を行ったためIf:.
夜がよくなった. 1l1J出了I:IX:も後！切にばよくなった．…｜二l1i+.IX:ば，，ぐDJ出Iりをj滋じでよくなかった．
楽数については 1＇，＇（丈ほどの治！まはられないが，がいしてマット iえが1:.j守がよかった．
( 3 ) 会近と十l~if(ネ
各試験沢町100/ji:汚IJCJ会If：と十li!if!:合iJlJlJ，会i[（に対する十Ni喰の；1;｛：トを Fig.5に治した。
Fig. 5に示すように令市：ば？ット i'i1 I J也：I:I又（8）がもっとも 1Tcく，ひも1'1'i1Jqnux: ( sJとマッ
ト市千桁こ［：［5{(7）が悦く， f山氏IiJ;：；~~ ない．布Lill：はウレタンド1'.i'ft行士 IX: ( 2 ）がiJl：く，マット Willi
Jl!.l土｜ざ（8 ）は会慌の；Iii] にば•！ff：くなってふ、 IJ ' 1由民ば:1If（と［1iJ織な似i］がみられた．』1HU終はがい
してひも阪が大きく，マット！叉が小さくなっている. 1.i;.:L刊U｝く後のi守了！？紛の荒川はウレタンIX:の
ように 1！［をいことが， j出倣， fo'lH作業て与の f'l:;i~'li~ ＇:f：＼の mTか 1? ']J.ましい.i桜水後の lj桁
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ン阪で 2.65kg，ひも15<.5.8 kg，マットド：で 6.85kg ・cあった．
半分以一卜・のmぼであった．
( 4) 荷，:g：の01必flUit，切断抵抗J，、」；び武人低抗
Table 4にはJi：に｛淀川した各二｜二総力料；！St；試験のあ＇i)I~ をぷした． :_ jワJ<lベ止法による分充足では水LU
土がシ／レト質＊＇Iiゴニ，弓二f:i二！ニが粘土問ロー ム， 1l1J山一｜二が砂Plロームであった．
Fig. 6, Fig. 7は縦i!Qlに切断.：.H：と封入li'5:，機iJ!1hに切断低抗fli＇（と武人民抗告白をとり，それぞれの
関係をプロットしたものであり， Fig.6はひも阪で・1,fd：が水Il土，ニ刊行了L, 1L!Jili土の場合の測定
結＊であり， Fig.7はマット i又でのお店主主主白浜である. Fig. 6, Fig. 7に示したように， 切断獄抗，
:l!入紙:Vtのいずれもマット 1：＞＜：市に比べて，ひも｜災前が大きいことがわかった．これはひもIX:Wiは
描f<JLll寺に， I守lお絡に補強材を設け， r~f,I誌と前，11:：の llJJ を仕切っているために，艇がfl：切絞を ili&境せ
ず問ー枠内には！？，恨のからみ度合がマットi支部に比べて常になっているものと必－えられる．！ぷ
土の極発足別からみると，水IlこUK，干拓土！ぎて伊は切総rliHiCと1u・人紙抗とも大先ないが， 1!1 地ニI~.Iぎ
では他｜まにくらべてかなり大きいf肢をぶしている．これなすab！巴4の枇j支試験結来からみると1
地土は砂質ロームで，砂分が約5896であり水m土や千妬土に比べて多く，切新刃や封入絡が入る
ウレタンiべば他のはよl:.fil.'lflえの約
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Fig. +. Percentage of plant height and sum of leaf in each plot compared with the plot No. 6 
際， l官イi；：の残り泌さ 2mmの点で，砂分のため切断ないし， 1'f人Lないものと思われる． したが
って実質的には前イg:10 mmのうち Smmの｝，＼（：までで市，：1；；は切断されているものと考えた． しか
し以上の引を考＠：しても 1J也：｜二院の切断flWG, 1't人紙抗とも大きい納言：示しているのは前，m=11の
H~沿に関係していると思われる． Table 5 に 1'1-ii~え験 1.){Wi の般m:1t をぶしているが， 1!1J也土13:の十1{
:1：はノjく！日二十.Iぎに対して13?6, ごf好iUざにえすして155弱視！立多い．以 i二の1Hr:t－.，，ットiぎの谷土壌！ぼ：に
ついても［Ii]織に Jif~J:i:'. される. Fig. 8, Fig. 9；こ古rn；；が比較的に位燥した後にj，，ける［i］依の測定結果
を示した．ひもiスにj，，ける乾燥1liと乾燥後のI;}）院！？紙t/G'.1:各：i：峻IX：についてみると，まず7l<ll:tl3:
で，切断抵抗似4kgのときの切断五：：はs；吃；燥1li(fr7J<l七12296）で6.6mm，乾燥後（合水比9796）で
8.5mmであり，乾燥後の切断ほの方が約 2mm大きいことがわかる．千桁ゴニ18:, 1!1出土ほほど
）~ひもが大きい. 1'・人民抗は乾燥！日Jと乾燥後に沿いて悲しい設は泌められなかった．っさにマット
！又にjずける乾燥 1Jli と f；な燥後の切断抵抗と民人抵抗を比べると，まず水 HI土 13:ではほとんどz"i~!Jさは
認められない．わずかに1'f人民抗は1;u没後の万が火きい．干拓i：についてみるとかなりはっきり
乾燥後の方が切断紙抗，詩人民抗とも小ざい. 1J1J也：i：況についてみるとますます駁！？詰・にその／"if4
がみられる．以上のことは土壌のあ1i-i¥UJに；必務されると考えられる．砂分の多い11.lil!二！iさほど1;iC
燥するとあ1i~ffカが小さくなり，砂がいわゆるさらさらの状態になり，切断抵抗依が小さくなって
いるものと挽媒される．民人抵抗は対人俸の克人間磁が切断刃のそれに比べて大きいために，ニi二
峻の私立~qカの影響を顕著に受けなかったものと思われる．
Fig. 10は各土壊について首相・と同じ試験片（！日さ 0.8mm, r!J 1.3 mm）の切断抵抗と切断法，
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。
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Fig. 5. The weight of the dry seedling and the ratio of the root lo total weight 
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Soil grading Soil 
class 
Specific gravity 
Clay 
32.0 silty clay 2.60 
Reclaimed land soil 28.79 44.71 26.5 clayey lo呂m 2.67 
Mountain soil 57.89 25.11 17.0 sandy loam 2.62 
lU"人抵抗と民人；止をぶしたものである．立人抵抗は 1UJむニiニ，干拓二iニ，水 lllJ二の )l~j に小さくなって
かり，切新低抗も切断沿 0.8mmの点てど比べると 1J1l出土でー 200g，水｜［！：！：で‘ 250g，子l'fi土で・ 300
g以上であり，ゴニti:の影響が大きいことがわかる．さらにl叉iからこ！：域だけの切断:1£Jtと立入抵抗
は尖際に恨のはったひも阪のそれに対して20分のしマット阪のそれに対して10分の lの怖であ
ることがわかり， HQlrb'Jq~刊誌の Urtl ざを大きく 11:;fご｛することがわかる．
Table Sは各試験阪のB'.i,:g;のi；之さ 4cm 当 IJ の2定数と恨 •filrk, 倍，~i｝の合；Jz比と引必抵抗のそ
れぞれについてサンフツレ10似合、V・均したものである． これでみると引必抵抗に与える線沿の影響
は顕著にみられない．また引 1L~:IL~H£ は乾燥後が小さくなってふ、り，合水｝誌による拶憐がわずかで
はあるが認められる．ひも援の引張抵抗はマット IZに比べて約2倍以上の｛f（［であり，ウレタン涯
のそれはひも毘の約 1.4俄であることがわかる．！ぷ土のT:iH類別からみると，水Eiニf:.IZがわずかに
大きし子拓土と1!地土のUJには走兵は認められない．
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Table 5. 
Tensile 
force 
Moistm・c
content 
Tensile 
force 
Moislc口、c
content 
Weight 
of root 
Sum 
of stalk 
Plot 
No. 
1.05 
0.82 
0.88 
0.31 
0.30 
0.25 
97 
103 
71 
96 
G8 
50 
1.16 
0.83 
0.81 
0.20 
0.15 
0.20 
122 
125 
78 
123 
95 
56 
13G.4 (mg) 
157.8 
179.0 
114.5 
114.4 
132.7 
????????????????
本実験はEU航機にJTいるfifWiを純々のr'fi'i法で、殺｝；I,：し
われる諸民！子を切らかにするために行われた．
1) 発芳三は1よこl二の祁)Jjべ；＞Il：によってi'lj主した．
J&・えられた．
被土の持ち上がりはf~I：のご［：·／；！：によ IJXiがみられ，
さいこ］：J1fi会JTいる．
初期11:.f:Jはlkm=I~.院がf自の IX にまさり，後期には 1l1Jl!U:IX: O)!i＇.討が｛自のIX:を凌駕した.1二桁
ゴ二IRの生育は！J=.1守JUJl'iを過してよくなかった．これはこ！：性のちがいによるものと思われた．
引抜低抗，切断J迂抗， n人紙抗のそれぞれの1!J:はいずれもひも国の方がマット部にくらべ
てブミきい， とくにd1~1H:l£N；は 2f告以J：であった． ウレタンホームを｛史｝！｝した詑刊誌ではウレ
タン IJH身の引張力が加わるため非常に大きかった．
切断抵抗，投入抵抗は｝若干g；を織成する床ゴこの土佐によって；尽なる．校j文試験結決から砂分
の多い山地土では切断抵抗， fJ人低：U'Lが大きい！］！＇.がみとめられた．
桜並やJ'li有？の合水：！i11合引 11~低抗にはあまり影響しないが切断減抗，対人民抗にはかなり影
響することがわかった．
その＇i＇.向と il'i·ll｝の ~rtu交に影縛すると思
?
摘
これは主（こJ;¥:J：のi.f[J<)Jのちがいによるものと
としては比京の大これを！ぬぐため2) 
3) 
4) 
5) 
6) 
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